
 

 

 

 

㈱伊藤喜三郎建築研究所とは… 
 

昭和 27年（1952年）10月１日設立、本

社は東京都豊島区で、仙台・大阪・九州

支店がある。社員数は 130 名（技術者

120名）。『建築・環境をとりまくあらゆ

るテーマに対して、設計を通して価値

の高いサービスを提供し、顧客と社会

の発展に貢献する』の企業理念のもと、 

注目度の低かった病院設計の分野を開

拓し、今では“病院の伊藤”の異名を持

つ。「病院建築賞」など建築関連での受

賞多数。主な建築物は栃木県医師会塩

原温泉病院や千葉西総合病院、横浜医

療福祉センター江南など。総合南東北

病院の新築移転計画では複数の設計事

務所から企画が提案され、優れた機能

性や実用性などで高い評価を受けた同

社と設計・管理業務委託契約を交わす

こととなった。 

号外は総合南東北病院のホームページ（https://www.minamitohoku.or.jp/）でもご覧になれます。 
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新
病
院
建
設
・
移
転
新
築
事

業
の
基
本
方
針
は
①
新
興
感
染

症
へ
の
対
応
②
高
度
・
広
域
救

急
医
療
の
強
化
③
災
害
医
療
へ

の
取
り
組
み
④
福
利
厚
生
の
充

実
・
働
き
や
す
さ
の
実
現
―
の

４
つ
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
①
は
一
般
医
療

施
設
と
の
分
断
が
可
能
な
構
造

や
一
般
医
療
と
両
立
を
図
る
た

め
、
受
入
れ
患
者
に
応
じ
た
病

床
区
分
を
可
能
と
す
る
構
造
、

感
染
症
者
の
救
急
搬
送
及
び
重

症
患
者
の
感
染
症
対
応
を
可
能

と
す
る
構
造
・
設
備
な
ど
、
②
は

県
南
地
域
を
含
め
た
広
域
か
ら

２
次
・
３
次
救
急
患
者
の
受
入

れ
を
可
能
に
す
る
設
備
構
築
や 

新
築
移
転
計
画
を
進
め
て
い

る
一
般
財
団
法
人
脳
神
経
疾
患

研
究
所
附
属
総
合
南
東
北
病
院

と
㈱
伊
藤
喜
三
郎
建
築
研
究
所

と
の
設
計
・
管
理
等
業
務
委
託

契
約
締
結
に
関
す
る
調
印
式
は

６
月
14
日
㈬
午
後
、
北
棟
７
階

会
議
室
で
行
わ
れ
、
令
和
９
年

度
の
開
院
を
目
指
し
、
南
東
北

グ
ル
ー
プ
の
歴
史
上
で
最
大
級

の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
本
格

的
に
動
き
出
し
ま
し
た
。 

調
印
式
に
は
病
院
か
ら
渡
邉

一
夫
理
事
長
、
寺
西
寧
院
長
、
深

谷
保
男
院
長
代
行
ら
、
建
築
研

究
所
か
ら
森
嶋
浩
社
長
、
赤
岩

重
信
取
締
役
執
行
役
員･

経
営

管
理
本
部
長
ら
、
両
者
で
合
わ

せ
て
17
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

渡
邉
理
事
長
と
森
嶋
社
長
が
業

務
委
託
契
約
書
の
内
容
を
確
認

し
、
署
名
し
ま
し
た
。
両
氏
が
固

い
握
手
を
交
わ
し
、
契
約
が
成

立
し
ま
し
た
。
渡
邉
理
事
長
が

「
新
興
感
染
症
の
対
策
や
救
急

医
療
に
対
応
し
た
郡
山
市
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
に
な
れ
る
よ
う
な

病
院
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

調印式に臨んだ渡邉理事長と森嶋社長（手前左端）ら関係者 

号 外 

人
員
体
制
（
救
急
医
）
の
整
備
、

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
設
置
な
ど
、
③

は
地
域
災
害
拠
点
病
院
や
原
子

力
災
害
医
療
機
関
と
し
て
の
役

割
を
発
揮
す
る
こ
と
、
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
の
体
制
整
備
・
充
実
、
災
害
時

避
難
場
所
と
し
て
の
機
能
提
供

（
駐
車
場
の
開
放
、
セ
ン
ト
ラ

ル
キ
ッ
チ
ン
か
ら
の
配
給
）
な

ど
、
④
は
休
憩
室
や
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
環
境
の
整
備
、
職
員

食
堂
の
設
置
、
効
率
の
良
い
動

線
確
保
、
医
療
安
全
・
感
染
管
理

等
に
対
応
す
る
―
な
ど
を
計
画

し
て
い
ま
す
。 

今
回
の
設
計
案
の
大
き
な
テ

ー
マ
は
『
南
東
北
ブ
ラ
ン
ド
の

進
化
を
目
指
す
』
で
、
質
の
高
い

医
療
人
材
の
育
成
を
は
じ
め
、

最
先
端
高
度
医
療
の
提
供
、
高

い
ク
オ
リ
テ
ィ
を
維
持
し
患
者

に
選
ば
れ
る
最
高
の
医
療
施
設

を
作
り
上
げ
る
こ
と
な
ど
を
最

終
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

建
設
規
模
は
本
院
が
延
床
面

積
約
５
万
１
千
㎡
、
陽
子
線
セ

ン
タ
ー
が
約
４
千
㎡
、
そ
の
他

施
設
を
合
わ
せ
て
合
計
約
６
万

４
千
㎡
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

https://www.minamitohoku.or.jp/

